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製造現場における改善活動長期継続事例の研究

ICT化を含む自動化と現場のフレキシビリティ

現場の安定と変化を生むルーティンの動的状況

組織の自己変革能力獲得の
ためのマネジメント
   企業活動において、価値を直接生み出すのは仕事が行われる現場です。現場が持つ潜
在力を発揮し続けるためには、仕事の効果と効率を両面とも高めることが必要となり、
改善活動を始めとした自己変革を行う能力を獲得することが重要です。そのためにどの
ようなマネジメントを行うべきかについて研究を行っています。
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RESEARCHER

日本 の 製造現場 に お ける 改善活動 は、KAIZEN や Lean 

Production Systemという言葉とともに、概念や方法論が海外

に輸出されて、研究面でも国際的に近年活発さが増す領域とな

っています。このような改善活動を10年以上の長期に継続して

いる企業を対象として、日々の改善活動の実施と、時に改善活

動の方向性の大きな変化を両立させるための能力やその獲得

に至るマネジメントを研究しています。

環境変化がある中で現場が安定したオペレーションを実施す

ることに寄与するのが組織ルーティンです。一方で、理論上ル

ーティンは変化の始端ともなり、変化の阻害要因にもなるとさ

れています。ルーティンの実際の状況、その変化の様子、そし

て変化が妨げられる状況を解明し、大きな経営環境変化に対

応するダイナミックケイパビリティ（企業の自己変革能力）を獲

得するためのマネジメントへの示唆の提示を目指しています。

近年、経営においてIndustry 4.0やDXなど高度な自動化が

注目されています。一方で、自動化は柔軟性を奪い組織の自

己変革能力の阻害要因にもなりえます。現場の柔軟性を確保

する自動化のあり方を考察しています。
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